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昨今、医療材料や光熱水料の高騰等により、病院の経営は非常に苦しい状況に
ある。使用済み単回使用医療機器（SUD）の収集や再製造単回使用医療機器
（R-SUD）の活用は、その解決の一助になるものと期待が寄せられている。さらに、
資源の有効活用の観点から、SDGs の取組（つくる責任、つかう責任）としても
非常に重要である。
　当施設では、R-SUDの採用及びSUDの収集を早期に決定し、病院全体の取り
組みとして位置付けた。血管造影室でのカテーテルから始まり、手術室でのエネル
ギーデバイス、病棟での SpO2 センサーと院内の複数部署にて収集を実施してお
り、順調に取り組みが拡大している。
　働き方改革や働き手の不足等により更なる業務の効率化が求められるなか、収
集によって業務量が増えてしまう事も、全国の施設にて本取り組みが普及しない原
因となっている。当施設における収集決定までの道のりや現場への周知方法、工夫
した点・苦慮した点、R-SUD の使用実績や SUD の収集実績などを伝えることで、
R-SUDの採用やSUDを収集する施設がさらに増える事を期待する。

平成１５年　旭川医科大学病院業務部医事課収納係に採用
平成１９年　医療支援課外来係に異動
平成２２年　診療情報管理士の資格取得
平成２４年　医療支援課入院係に異動（主任）
平成２６年　会計課医療物品係に異動（平成２８年より係長）
令和 ３ 年　医療支援課入院係に異動（係長）


